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DuMA ニュースレター                                  2020年 9月 21日 

西埼玉地震をご存知ですか 

今から８９年前の１９３１年（昭和６年）９月２１日、埼玉県西部を震源とするマグニチュード６．９という大

きな地震が発生しました。震源の深さは３ｋｍとされており、極めて浅いところで発生した地震とされてい

ます。この地震で埼玉県内では１６名が死亡し負傷者も１５０名近くと言われています。揺れが強かった

地域では、地盤液状化も発生しました。 

埼玉県はあまり地震が発生しないと考えていらっしゃる方も多い事と思われますが、過去にはこのよう

な大きな地震が発生していた事を忘れてはならないと思います。次の図は１９２３年の気象庁が記録を

集計しだした以降の全てのマグニチュード５以上の地震（深さ６０ｋｍまで）です。この図では深さ３０ｋｍ

から６０ｋｍで発生した地震は□で示してあります。茨城県で多くの地震が発生していますが、ほとんど

が□の記号であり、陸域のプレート内部ではなく、沈み込む太平洋プレートの上面で発生した地震で、

実は茨城県も浅い部分で発生する地震はかなり少ない事が見て取れます。 

 

家屋全壊の被害もかなり出たのですが、満州事変の報道とも重なり、この西埼玉地震は被害の割に

はあまり報道されなかったようです。 

この地震は当時の地震学で非常に大きな問題であった、地震が断層運動であるという事に対して、

非常に明確な観測データが取得された事で、その後の地震学の各種の教科書に取り上げられたという

事で有名な地震です。 

地震は地下での断層がずれる事で発生する訳ですが、どのような力が働いているのかについては当
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時、欧米の研究者と日本の研究者との間で意見の相違がありました（シングルカップルあるいはダブル

カップルという考え方が対立）。しかし日本では明治以降、お雇い外国人であったジョン・ミルン等が来

日して日本での地震の多さに驚き、地震計が比較的早い時期に各地に展開されていた事もあり、この

論争に終止符が打たれたという事もありました。 

 次の図は西埼玉地震の時の地震波の初動の分布（押し引きの分布）です。今回は詳しくは触れませ

んが、日本の地震学は明治時代に当時の世界最高レベルとなっていたのです。 

 

西埼玉地震による、地震波の初動の分布（押し引きの分布）。４象限にきれいに押し引き分布が分かれている事がわかる。 

このような解析を通じて断層面が推定できる。 

 

首都圏の地下天気図® 

  ８月１０日のニュースレターに続き、９月１７日時点の首都圏に特化した地下天気図です。前回から少

し状況が変わってきました。 

今週は９月１７日時点の L タイプおよび Mタイプの地下天気図を掲載します。L タイプ、M タイプとも相

模湾に共通の静穏化の異常が出現し、それが大きくなっています。 

 いずれのタイプでも、相模湾を中心とした地域に青い地震活動静穏化の異常が顕著になっている事

がわかります。 
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首都圏の地震活動における現在の解釈は、昨年の１１月頃をピークとして埼玉県を中心に出現してい

た静穏化の異常に対応する地震はまだ発生していないと考えています。2020年７月６日付のニュースレ

ターも参照して頂ければと思います。 
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